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脳出⾎動物モデルの病態評価
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■研究シーズ概要
脳出⾎は死あるいは重篤な後遺症をもたらす。しかし、その治療⽅法は完全には確⽴さ
れていない。本研究では実験動物（マウス・ラット）に脳出⾎を引き起こし、その出⾎領
域の状態と病態⽣理を解析する⼿法を確⽴した。本動物モデルを⽤いて、新規薬品の
有効性などの評価が期待できる。

■研究シーズの特徴
脳出⾎領域には⾚⾎球由来のPeroxidase酵素活性が存在する。この酵素活性を利
⽤し、出⾎領域を組織化学的に可視化する新規⼿法を確⽴した。
①脳出⾎領域の新規染⾊⼿法
②脳出⾎領域の炎症関連分⼦の評価
③脳出⾎にともなう発熱など病態⽣理の評価
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図1 マウスの脳における
出⾎領域の染⾊
（⾚⾎球の酵素活性を
利⽤して発⾊させた）

図２ マウス脳出⾎領域の炎症関連分⼦の顕微鏡像
炎症関連脂質を産⽣する酵素（⾚）は⾎⼩板（緑）
に⾼発現している




